
わたしたちの学校

紀北農芸は、開校34年の農業系３学科をもつ紀北地域の農業拠点校です。

農業について、専門的なことを学ぶのはもちろんですが、農業の科目を通して、

また、本校での生活を通して、社会に出るための準備を行っていきます。

３年間の高校生活を、意味あるものとするために、まずは、紀北農芸のことを

よく知って、入学後の自分をイメージできるようにしてください。

大切にしているキーワードは 「 育 」 「育てる」と「育む」
そだ はぐく

農作物を育てかかわることをとおして、さまざまなことを学びます。

この学びの中で、自分の長所をみつけたり、自分自身の力で自己肯定感を育め

る学校づくりを進めています。

もちろん、わたくしたち教職員も、ていねいに生徒を育んでまいります。

※ このリーフレットは、本校をめざす中学生の方に読んでいただくため、作成しています。

（保護者、中学校関係者の方もお読みいただけると幸いです。）

和歌山県立紀北農芸高等学校 全日制課程

〒649-7113 和歌山県伊都郡かつらぎ町妙寺1781

TEL 0736-22-1500 FAX 0736-22-1501



本校の ＨＰ
※ 受検までに

● 紀北農芸が大切にしていること

保護者のみなさまへ

「高校から新しい自分になる。」「中学までの生活をリセットして、授業や部活動にがん

ばりたい。」 生徒のみなさんは、一人一人、いろいろな想いを持ち入学してきます。

紀北農芸では、生徒一人一人と向き合いながら、全日制高校で学びたい生徒のみなさん

を支えます。社会に出る準備をするということを第一に、生徒に対してすべての教職員が、

授業以外の面でも、教育プログラムを展開していきます。

高校進学後、「思い描いた高校生活が送れない」「目標が大きくかわってきた」「気持ちに

何かつまずきがある」等、さまざまなことで、生徒は悩みます。困ったり、相談したいこ

とが起こったら、生徒からでも、保護者様からでも結構です。まず担任にご相談ください。

職員はもちろん、カウンセラー、ソーシャルワーカー、学校相談窓口（教頭、事務長）等

連携しサポートに努めます。

あいさつ
「おはようございます。」「こんにちは。」

あいさつは、コミュニケーションの基本。お互い声をかけあうこと

で優しい関係を築いていきましょう。

本校では、身だしなみを基本とする生活指導に力を入れ、また、社

会で対応できる基礎力の育成に力を入れています。「本校で、きちんと

した社会人をめざす」という気持ちを持って入学してください。

本校の教職員は、みなさんがさまざまなことを学んで、社会に出る

ための力をつけることができるよう、ていねいに寄り添っています。

何か心配事があったら、まず、相談することを忘れないでください。

身だしなみ
学校は、社会に出るための準備をするところです。もちろん、学校

には社会に出る準備のためにルールがあります。たいへんだと思う人

もいることでしょう。スマートフォンやＳＮＳの使い方など、さまざ

まなことを学んで、社会に出るための力をつけていきましょう。

思いやりと感謝
思いやりと感謝、若い年代のときには、恥ずかしかったり、思い至

らなかったり、なかなか常に心に置くということが難しいこともあり

ます。しかし、常に思いやりと感謝を心がけ、そのことを胸に刻んで

おいてください。



をご覧ください。
よく見て、本校を研究してください。

中学生のみなさんに

高等学校は、社会に出るための準備をするところです。将来の就職や進学をめざして、

自分の夢や希望を考えるところです。紀北農芸では、農業の科目を通じて、全日制高等学

校で学びたい人を応援していきます。今までの学校生活で、周りの人との関係などうまく

いかなかったり、出席できなかったり、学校に行くことの不安があったり・・・。また、

学習面でもうまくいかず、基礎から学ぶチャンスがなかった人。もちろん、農業のことや

植物、花を育てたり、果実加工のレシピを考えたり、専門的に学びたい人。部活動で頑張

りたい人。みんなを応援していきます。

安心して毎日学校に通い、一からいろいろなことを学び、そして将来の夢に向かって前

向きにがんばる。みんなそうめざすのですが、これがなかなか難しい。紀北農芸では、授

業や学校行事など校内外の活動をとおして、生徒一人一人が、机の上の勉強だけでなく、「社

会の中で輝く自分になれる」ための高校生活を送ることができるよう支援していきます。

忘れていませんか ？

確認しましょう。

大切なことを書きますから、

目を通してください。

農業の科目が多い高校です。

・普通科目（国社数理英など）

は少なめです。

・農業の科目は、教室で座っ

て受ける場合と専門教室や

農場での実習があります。

実習がたくさんあります。

・土をいじったりします。

・学科によって、野菜や花を

育てる行程や、加工、販売、

土木工学、機械工学の実習

などに取り組みます。

体を動かす実習もあります。

・農場や温室で、花や野菜の

種をまいたり、苗を植えた

り、汗をかくことも多いで

すが、将来、生活面で役立

つことも多く学びます。



り っ し れん ま とく ぎ

農業ってどんなことを勉強するの？ 紀北農芸ってどんな学校？

学科はどうちがうの？ なんかわかんないなあ。 どんな子が行ってるのかな？

普通科の高校のことは少しわかるんだけど・・・・

● 農業高校のことは知らない人が多いと思います。

たとえば、本校は、午後に農業に関する実習や研究があることが多いので、朝か

らの授業 は ３時限 。そして、昼休みの後に、午後の授業 が ３時限 あります。

手はじめに、このリーフレットをよく読んでください。紀北農芸をイメージすることが

第一歩です。もっとよく知りたい人は、学校にきてください。

※ 学校説明会のほか、個別で事前相談を希望の場合は、中学校を通じて連絡してください。

農産物の栽培や加工から流通・販売までを学びます。

２年次から食品製造・販売流通の２コースに分かれて学習します。

農業と経済や経営の関係要素が強い学科です。

農業の基礎基本を学びます。

２年次から草花・野菜・果樹の３コースに分かれ学習します。

地域農業、地域社会へ貢献できる人材の育成が目標の学科です。

１年次から土木・機械の２つのコースに分かれ学習します。

土木コースでは、測量や設計の知識・技術を、機械コースでは、仕

組み、原理、点検方法などを学び、関連免許取得をめざす学科です。


